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○ 電気容量の合成の式 

 複数のコンデンサーを合成抵抗と同じように、１つのコンデンサーとして合成すること

（合成容量）ができます。必要に応じて使うことができますが、コンデンサー回路のほと

んどは、合成抵抗の式を使わなくても計算することができます。合成抵抗の式は主に後述

する「誘電体の挿入」のときに使います。 

① 直列接続 
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合
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1
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  覚えよう 

導いてみよう  

電気量の式より、Q1 = C1V1①  Q2 = C2V2② 

キルヒホッフの式より、 + 𝑉 − V1 − V2 = 0 ③   

電気量保存の式より − Q1 + 𝑄2 = 0 →  Q1 = Q2 = Q ④ 

③に①・②・④を代入すると、
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これを𝑄 = 𝐶合𝑉 →  𝑄
1

𝐶合
= 𝑉 と比較すると、
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②並列接続 

 

C合 = C1 + C2 覚えよう 

導いてみよう 

電気量の式より、Q1 = C1V1①  Q2 = C2V2②   

キルヒホッフの法則より、 + 𝑉 − V1 = 0 + 𝑉 − V2 = 0 →  𝑉 = 𝑉1 = 𝑉2 ③ 

また図より Q = Q1 + Q2 ④ 

 ④に①②③を代入すると、 

Q = C1V + C2V = (C1 + C2)V 

Q=C 合V と比較すると、 

C合 = C1 + C2 

 

 

 

問題 電気容量が 3.0μF，6.0μFの 2つのコンデンサーを，並列接続および直列接続し

たとき、それぞれの合成容量は何 Fですか。 

並列接続 

𝐶合 = 𝐶1 + 𝐶2 = 3 + 6 = 9.0[𝜇𝐹] = 9.0 × 10−6[𝐹] 

直列接続 
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𝐶合 = 2.0[𝜇𝐹] = 2.0 × 10−6[𝐹] 


